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〇今取るべき判断･行動：｢大造じいさんとガン｣から 

令和７年度も後期を迎えました。学校では生徒会本部 

役員の改選も決まり、後期委員会もスタートするところ 

です。各学年とも大きな行事（１年青梅地域調査、２年 

３日間の職場体験、３年修学旅行）を終え名実ともに大 

きな節目のある時期となりました。また、「生活指導に 

係
かかわ

る緊急
きんきゅう

事態
じ た い

宣言
せんげん

(R7.9.18発出)」下
か

にある三中にと 

って、今
いま

取
と

るべき自分の判断
はんだん

・行動
こうどう

が問われています。 

今の学年が終わる時に現
あらわ

れる自分・学年・学校の姿
すがた

に 

思いを馳
は

せてください。その実際
じっさい

の姿は自分が下
くだ

した判
はん

 

断
だん

・行動
こうどう

の数々
かずかず

の積
つ

み重
がさ

ねで決定
けってい

されます。この大きな節目
ふ し め

に改めて考えたいことがあります。それは表題
ひょうだい

の「大造
だいぞう

じいさんとガン」です。は皆さんにとって懐
なつ

かしい思い返
かえ

されるでしょう。これは小学校５年生の

時に国語で習
なら

った教材
きょうざい

だからです。あらすじを以下
い か

に紹介
しょうかい

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この国語の授業で多くの皆さんが感じてきたのは大造じいさんの、残雪の行動を通して現
あらわ

れる心の変化
へ ん か

で

す。最初は、獲物
え も の

のガンを仕留
し と

められず、この原因
げんいん

であった残雪に対して、殺す欲望
よくぼう

でしかなかった大造じ

いさんが、最後
さ い ご

では憎
にく

しみを尊敬
そんけい

に変える判断をし、残雪を殺さないばかりか、傷
きず

ついた残雪を介抱
かいほう

し、復活
ふっかつ

させています。この物語を久々
ひさびさ

に読んで、「私たちはその瞬間
しゅんかん

、瞬間で正しい判断・行動が求められている。

これを誤
あやま

ると取り返しのつかないことになることもある。」ということを思い知らされました。大造じいさ

んは苦労
く ろ う

して手に入れた残雪を仕留
し と

めることができた筈
はず

ですが、残雪の生き方に感動し、生かしたところに

大造じいさんの生き方の美しさも感じられます。人間として取るべき姿、人間としての品性
ひんせい

・品格
ひんかく

の機微
き び

に

も触
ふ

れる大事な物語だとも思いました。別の言い方をすれば、欲望
よくぼう

に支配
し は い

されないこと、自分と皆のために

努力している方を敬
うやま

うことの大切さ、さらには、人は、欲望を理性
り せ い

でもって１８０度変えられることを訴
うった

えたい物語なのではないでしょうか。生活指導に係る三中緊急事態宣言下にある今、大造じいさんの生き方

に学ぶ必要があります。今取るべき判断・行動をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

     

桑葉の旗のもとに 

 
教育目標 学ぶ  鍛える  思いやる 

経営理念 自分と人類の幸福を創造する人材の育成 

令和７年１０月６日第６号 

青梅市立第三中学校 

校  長 小熊 克也 

 １０月号 

猟師
りょうし

（ハンター）を生業
なりわい

（生計を営む仕事）とする大造じいさんは毎年やってくるガン（カモ目カモ科の水

鳥）の群
む

れが、ある時からまったく獲
と

れなくなってしまう。群れのリーダーである「残雪
ざんせつ

」が群
む

れを守るため、

危険
き け ん

を回避
か い ひ

していた。「ただの鳥のくせに忌々
いまいま

しい。」と大造じいさんは様々
さまざま

な策
さく

を講
こう

じて狩
か

ろうとしたが、どの

仕掛
し か

けをもってしても狩れなかった。いつしか大造さんの目的（狩り）は、ガンから「残雪」へと移
うつ

っていっ

た。大造じいさんは、運
うん

よく捕
と

らえることのできた一羽のガンを訓練し、 囮
おとり

に使って「残雪」をおびき寄せて捕
と

らえようとしたが、ハヤブサ（鳥：タカ目ハヤブサ科の猛禽類
もうきんるい

）が来て囮のガンは襲
おそ

われてしまった。その様子

に気が付いた「残雪」はそのガンを守ろうとしてハヤブサと戦った。激闘
げきとう

の末、「残雪」は大造じいさんも来たこ

ともあってハヤブサを追
お

い払
はら

うことに成功
せいこう

したが、残雪は力尽
ちからつ

きるとともに大けがをして苦しんでいた。それで

も、「残雪」は大造じいさんを睨
にら

み付け、堂々
どうどう

とした態度で大造さんと対峙
た い じ

した。その姿に感銘
かんめい

を受けた大造じい

さんは銃口
じゅうこう

を下
さ

げ、「残雪」を手当
て あ て

・看病
かんびょう

し、ようやくけが治
なお

った春、空へと返した。青空
あおそら

へと飛
と

び去
さ

っていく

「残雪」に、大造じいさんは「また正々堂々
せいせいどうどう

と勝負
しょうぶ

をしようじゃないか。」と呼びかけて、物語
ものがたり

は終
お

わる。 

訃報
ふ ほ う

 

前青梅市立第三中学校長 〇〇 〇〇 様（享年
きょうねん

65 歳）が令和７年９月５日にご逝去
せいきょ

されました。ここ

に哀悼
あいとう

の意
い

を表
ひょう

するとともに、昨年度まで５年間本校の校長として功績
こうせき

を残されたことに感謝の気持ちを

込め、謹
つつし

んで心よりご冥福
めいふく

をお祈
いの

りいたします。 

三中正面玄関に咲くニチニチソウ 9/19 
花言葉：優しさ、生涯の友 
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〇１０月等の学校ポイント 

（１）令和７年度後期・令和 8年度前期代生徒会役員の紹介と校則の点検・見直しへの取組
とりくみ

 

 生徒会
せ い とか い

役員
やくいん

選挙
せんきょ

が実施
じ っ し

され、2-3〇〇〇〇さん（会長）、2-2〇〇〇〇さん（副会長）、2-1〇〇〇〇さん（書

記）、2-2〇〇〇〇さん（広報）、1-5〇〇〇〇さん（副会長）、1-1〇〇〇〇さん（書記）1-1〇〇〇〇さん（広

報）が生徒会役員として選出されました。1年間どうぞよろしくお願いいたします。去る 9.22生徒会朝礼で

同会長から、「これから校則
こうそく

の点検
てんけん

・見直
み な お

しを行い 

ます。校則は、多様性
た よ うせ い

に富
と

んだ世界
せ か い

を踏
ふ

まえ、日本一
いっ

国
こく

だ 

けで通用
つうよう

するものであってはならない｡｣と力強
ちからづよ

く公約
こうやく

を発
はつ

 

信
しん

しました。すでに校則の点検・見直しに関する生徒アン 

ケートが実施
じ っ し

され、これに基
もと

づく代表
だいひょう

委員会
い い んか い

での討議
と う ぎ

と校 

則の点検・見直し委員会（生徒会役員と校長・生活指導主 

任・生徒会担当教員）での協議
きょうぎ

を踏
ふ

まえて学級会、生徒総 

会（１２月）での議決
ぎ け つ

を経
へ

ていきます。この機会
き か い

を通じて 

校則を自分事
じ ぶ んご と

として考え、校則の遵守
じゅんしゅ

状 況
じょうきょう

も踏まえ、必要に応じて明るい三中の未来にふさわしい校則に

変
か

えていきます。なお、別ページの通り、三中では今年度から校則ビジョンを定め、これに基づく運用
うんよう

を毎
まい

年
とし

行っていきます。   

（２）今週 10/9木（社・数）・10金（英・国・理）は中間考査
こ う さ

です 

 まだ勉強が必要です。特に数学に力を入れてください。ミライシード（タブレットにあるアプリ）でも対
たい

策
さく

が取れます。ぜひ活用してください。例えばテスト前に最適な「定期テスト対策ドリル」使ってみてはい

かがでしょうか。家庭でも休み時間でもできます。また数学には「学び直しドリル」があり、つまずいたと

ころから学び直せます。誰もが自分のペース進められるのが魅力
みりょく

ですのでチャレンジしてください。 

（３）笑顔と学びのプロジェクト 10/14 火があります 

 劇団ポプラ様によるミュージカル「オズの魔法使い」を上演します。俳優さんの迫力ある演技とプロジェ

クションマッピングで変化していく舞台を鑑賞します。最後には俳優の皆さんと生徒たちによる「虹の彼方

に」の合唱も実施予定です。生徒の皆さんは合唱祭に向けて、表現力を磨いてください。本校体育館にて 13:40 

開演、15:15閉演予定です。保護者の皆様の観劇も可能です。ぜひご来校ください。 

（４）10/29 水は第 77 回合唱祭ですスローガン「響 力
きょうりょく

優
ゆう

唱
しょう

 三中コーラスベストを尽くせ」に決定 

 これから練習が本格化します。保護者様におかれましては、ぜひご予定願います。場所は福生市民会館で

す。 

曲目 １年   ※番号は順番   ２年   ※番号は順番   ３年   ※番号は順番 

1 組 ⑤旅立ちの時〜Asian Dream Song〜 ①ほらね、 ③手紙～拝啓 十五の君へ～ 

2 組 ⑥COSMOS ③YELL ①青葉の歌 

3 組 ①行き先 ②越えてゆけ ②虹 

4 組 ③地球星歌～笑顔のために～ ④あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～ ④信じる 

5 組 ④怪獣のバラード   

6 組 ②絆   

 

〇9月学校の様子 

 

 

 

 

生徒会朝礼で発言する会長と役員一同 9/22 

1年青梅地域調査（青梅学）9/26 

金剛寺 

昭和幻灯館 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青梅市内大会(新人戦)8/30（男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部） 
優勝を果たしました。おめでとうございます。 
左写真は一中との対戦（青色ﾕﾆﾌｫｰﾑが三中） 

 

〇部活動、がんばっています（8/25～9/28）※敬称略 

２年職場体験 9/24～26 

３年修学旅行 9/29～10/1 

青梅市内大会(新人戦)9/6 
（女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部） 
準優勝を果たしました。おめで

とうございます。 
右写真は団結を高める三中 

 

興福寺 東大寺 

班長会等 

清水焼絵付体験体験 

金閣寺 

伏見稲荷大社 

夕食の様子 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動名 大会名　　 団体／個人 大会日 対戦校 勝敗結果

ソフトテニス（男子）
第37回ATSカップ 西多摩地区中学生ソフト

テニス強化研修大会
団体 8月29日 第3位

ソフトテニス（男子） 個人 9月6日 青梅西 勝 2-1井村 寛太・1-4森田 智也 第5位

ソフトテニス（男子） 個人 9月6日
あきる野

秋多
勝 2-1井村 寛太・1-4森田 智也 第5位

ソフトテニス（男子） 個人 9月6日 羽村USC 勝 2-1井村 寛太・1-4森田 智也 第5位

ソフトテニス（女子） 個人 9月6日 福生一 勝 2-2野﨑 葵・1-4中原 ゆりあ

ソフトテニス（女子） 個人 9月6日
あきる野

東
勝 2-2野﨑 葵・1-4中原 ゆりあ

ソフトテニス（男子） 団体 9月15日
あきる野

秋多中
負 第3位

ソフトテニス（男子） 団体 9月15日 福生二 負 第3位

ソフトテニス（男子） 団体 9月15日 青梅西 勝 第3位

ソフトテニス（男子） 団体 9月15日
あきる野

御堂
勝 第3位

ソフトテニス（男子） 団体 9月15日
あきる野

東
負 第3位

ソフトテニス（女子） 団体 9月15日
日の出

大久野
負 第4位

ソフトテニス（女子） 団体 9月15日
日の出

平井
勝 第4位

ソフトテニス（女子） 団体 9月15日 福生一 勝 第4位

ソフトテニス（女子） 団体 9月15日 羽村USC 負 第4位

ソフトテニス（女子） 団体 9月20日 青梅霞台 勝 第4位

ソフトテニス（女子） 団体 9月20日
あきる野

増戸中
負 第4位

女子バスケットボール 団体 9月6日 準優勝

男子バスケットボール 団体 8月30日 優勝

個人 9月6日 1-3空閑美咲　女子中学１年　100ｍ14秒01 第7位

個人 9月7日 3-1永峯怜奈　女子中学3年　100ｍＹＨ17秒46 第4位

個人 9月7日 3-3大塚朱音　女子中学3年　100ｍＹＨ18秒13 第7位

個人 9月23日 1-2細木優斗　男子1年100ｍ12秒92 第4位

個人 9月23日 1-5清水凱智　男子共通800ｍ2分22秒88 第5位

個人 9月23日 1-5清水凱智　男子1年1500ｍ4分53秒82 第2位

個人 9月23日 3-1イバネスディエゴ　男子共通3000ｍ12分34秒33 第8位

個人 9月23日 2-4一志知希男子2年110H18秒70 第4位

団体 9月23日
1-4西久保心羽・1-3大橋悠人・1-6平田蓮・1-2細木優斗

男子1年4×100ｍ52秒36
第3位

団体 9月23日
2-4青木柊太朗・2-3山﨑英二・2-1藤野煌人・2-4一志和希

男子2年4×100ｍ50秒11
第4位

個人 9月23日 1-3大橋悠人　男子1・2年走幅跳4m88 第7位

個人 9月23日 1-2田中飛和　男子1・2年走高跳1m30 第6位

個人 9月23日 1-6平田蓮　男子1・2年走高跳1ｍ20 第8位

個人 9月23日 1-2田中飛和　男子1・2年砲丸投7ｍ52 第3位

個人 9月23日 2-1大島茅紗　女子2年100ｍ14秒13 第2位

個人 9月23日 1-3空閑美咲　女子1年100m14秒05 第3位

個人 9月23日 3-4久川留依　女子3年800m2分54秒39 第7位

個人 9月23日 3-1永峯怜奈　女子3年800m2分54秒75 第8位

個人 9月23日 3-3櫻場美咲　女子共通1500m6分17秒40 第8位

9月15日 菅生 負

9月20日 羽村 負

9月21日 新町・泉 引き分け

9月23日

あきる野

西・五日

市

勝 ベスト４決勝戦進出

令和7年度 第8ブロック中学校ソフトテニス

新人大会 兼 東京都中学校ソフトテニス新人

大会予選（第8ブロック公認大会）

内容等

陸上競技

第７６回はちおうじT＆Fトライアル

第７８回東京都中学校体育連盟第8ブロック

陸上競技大会

サッカー

(三・霞台合同チーム)
第8ブロック秋季新人大会 団体

青梅市内大会（新人戦）



5 

 

１０月・１１月前半の予定  ★給食あり  ＳＴ：放課後ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽ 

月 火 水 木 金 土・日 

１０月６日★ ７★ ８★ ９ １０★ １１・１２ 

全校朝礼 
①教科授業 
 
 
 
ST 

 
 
 
 
SC 
ST 
※臨時拡大 CS 

職員会議 
学年会 

中間テスト 
（社・数） 
 
 
SC 
 

中間テスト 
（英・国・理） 
一斉委員会 
 （後期初回） 
 
 
 

 

１３ １４★ １５★ １６★ １７★ １８・１９ 

スポーツの日 代表委員会 
（後期初回） 

⑤⑥笑顔と学び
のプロジェクト 
SC 
ST 

合唱祭練習始 ①1 年学年練習 
④2 年学年練習 
3 年復習確認テスト 
SC 
3 年数学教室 
ST 

①カット 
PTA 自転車点検 

 

 

 
ST 

 
 

２０★ ２１★ ２２★ ２３★ ２４★ ２５・２６ 

生徒会朝礼 
①学（議案書） 
 
 
 
ST 

④カット 
④⇔⑥チェンジ 
③④3 年学年練習 
 
SC 
ST 

④カット 
※1 校時 8:40 始 
中教研 
部活再登校

16:30 

③カット 
①②1 年学年練習
③④2 年学年練習 
SC 
3 年数学教室 
ST 

PTA 自転車点検 

（予備） 
 
 
 
ST 

 

２７★ ２８★ ２９★ ３０★ ３１★ 11月１・２日 

①カット 
安全指導 
命の日 
 
 
ST 

⑤⑥前日指導準備 
 
 
 
SC 

合唱祭 
(福生市民会館) 

⑥学(合唱祭反省) 
 
 
SC 
3 年数学教室 
ST 

3 年三者面談始 
3 年⑤⑥カット 
 
 
 
ST 

 
   
 

３ ４★ ５★     ６★     ７★ ８・９ 
文化の日 3 年三者面談 

 
 
 
SC 
ST 

3 年三者面談 
 
 
期末テスト１週間前 

3 年三者面談 
 
 
 
SC 
ST 

3 年三者面談 
 
 
 
 
ST 

 

  １０★    １１★      １２     １３ １４★ １５・１６ 

3 年三者面談終 
 
 
 
 
ST 

 
 
 
 
SC 
ST 

期末テスト 
 

期末テスト 
 
 
 
SC 
 

期末テスト 
 

 
 

 

  ※CS：学校運営協議会の開催（生活指導に係る緊急事態宣言の趣旨説明、協力、延長の是非） 

  ※拡大の意味：CS 委員に加え、今寺駐在所、今井駐在所の青梅警察署員も同席します。 

予定は変更になる場合があります。ご理解とご協力をお願いいたします。 



6 

 

 
令

和
７

年
７

月
７

日
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活

指
導

部
 

第
三
中
学
校

 
校
則
「
生
活
の
決
ま
り
」
の
点
検
・
見
直
し
の
ル
ー
チ
ン
に
つ
い
て
【
以
下
、
「
校
則
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
】 

１
 
校
則
と
そ
の
改
定
の
意
義
・
目
的
等

 
 

（
１
）
多
様
性
に
富
ん
だ
東
京
、
世
界
が
あ
る
～

D
iv
e
r
si
t
y
＆

I
nc
l
u
si
o
n
時
代
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
 

 
 
●

日
本
一
国
だ
け
で
通
用
す
る
も
の
の
見
方
・
考
え
方
で
は
日
本
人
は
生
き
ら
れ
な
い
。
（
繁
栄
が
難
し
い
）

 

 
 

 
ロ
ー
カ
ル
な
価
値
観
・
ル
ー
ル
の
順
守
を
求
め
る
こ
と
で
、
差
別
・
偏
見
を
生
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

（
相
反
す
る
価
値
観
を
有
す
る
人
に
対
し
て
排
他
的
に
な
る
）

 

（
２
）
生
徒
指
導
提
要
（
改
訂
版

 
令
和
４
年
１
２
月
文
部
科
学
省
）
が
求
め
る
校
則
 

●
校
則
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
少
数
派
の
意
見
も
尊
重
し
つ
つ
、
児
童
生
徒
個
人
の
能
力
や
自
主
性
を
伸
ば
す
も
の
と

な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
も
必
要
。

 

●
校
則
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
校
則
を
守
ら
せ
る
こ
と
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
何
の
た
め
に

設
け
た
き
ま
り
で
あ
る
の
か
、
教
職
員
が
そ
の
背
景
や
理
由
に
つ
い
て
も
理
解
し
つ
つ
、
児
童
生
徒
が
自
分
事
と
し
て

そ
の
意
味
を
理
解
し
て
自
主
的
に
校
則
を
守
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
、
校
則
の
内
容
に
つ

い
て
、
普
段
か
ら
学
校
内
外
の
関
係
者
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
公
開
し
て
お
く
こ
と
や
、

児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
き
ま
り
の

意
義
を
理
解
し
、
主
体
的
に
校
則
を
遵
守
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
制
定
し
た

背
景
等
に
つ
い
て
も
示
し
て
お
く
こ
と
が
適
切
。
そ
の
上
で
、
校
則
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
行
為
を
正
す
た
め
の
指

導
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
違
反
に
至
る
背
景
な
ど
児
童
生
徒
の
個
別
の
事
情
や
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
内
省
を

促
す
よ
う
な
指
導
と
な
る
よ
う
留
意
。

 

●
そ
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
会
・
生
徒
会
や
保
護
者
会
と
い
っ
た
場
に
お
い
て
、
校
則
に
つ
い
て
確
認
し
た
り

議
論
し
た
り
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
絶
え
ず
積
極
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
校
則
を
策
定
し
た
り
、
見
直
し
た
り
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
手

続
き
を
踏
む
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
の
過
程

に
つ
い
て
も
示
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

 

●
児
童
生
徒
の
参
画
の
促
進

 

校
則
の
見
直
し
の
過
程
に
児
童
生
徒
自
身
が
参
画
す
る
こ
と
は
、
校
則
の
意
義
を
理
解
し
、
自
ら
校
則
を
守
ろ
う
と
す

る
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
校
則
を
見
直
す
際
に
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
参
加
し
意
見
表
明
す
る
こ
と
は
、

学
校
の
ル
ー
ル
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
が
そ
の
根
拠
や
影
響
を
考
え
、
身
近
な
課
題
を
自
ら
解

決
す
る
と
い
っ
た
教
育
的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。

 

（
３
）
生
徒

A
g
en
c
y
を
引
き
出
す
校
則
議
論
の
視
点
 

①
 
「
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
校
則
が
あ
る
の
か
」、

公
正
で
合
理
的
な
根
拠
を
基
に
考
え
る
。
 

 
 

 
 
公
正
で
合
理
的
な
根
拠
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
視
点
を
踏
ま
え
る
。
 

・
安
全
性
と
公
益
性
を
優
先
す
る
。
 
 
 
 
 
 
・
公
序
良
俗
（
≒
道
徳
性
）
に
反
し
な
い
こ
と
。
 

 
・
現
段
階
に
お
け
る
就
職
や
高
校
生
に
求
め
ら
れ
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
等
を
踏
ま
え
る
。
 

 
・
世
界
標
準
（
D
i
v
er
s
i
ty
 
&
 
I
n
cl
u
s
io
n
時
代
）
と
し
て
の
視
点
も
考
慮
す
る
。
 

②
 
遵
法
精
神
の
向
上
 
 

 
・
生
徒
が
作
り
上
げ
た
校
則
の
遵
守
状
況
を
評
価
・
点
検
し
、
守
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
改
善
取
組
が
必
要
 

 
※
校
則
が
守
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
の
な
ら
、
変
え
る
意
味
が
乏
し
い
。
た
だ
し
、
生
命
・
安
全
等
に
関
す
る

 

こ
と
は
除
く
。

 

➂
 
①
と
②
は
両
輪
だ
が
、
生
徒

Ag
e
n
cy

を
尊
重
し
て
順
番
は
①
、
②
と
し
た
。
 

 
 

 
・
青
梅
市
教
育
推
進
プ
ラ
ン
改
訂
版
２
で
は
「

N
at
i
o
n
a
l
 S
t
a
nd
a
r
d」

を
求
め
て
い
る
。
 

 
 
④
 
大
人
（
成
人
）
に
な
る
こ
と
、
責
任
を
も
つ
こ
と
へ
の
醸
成
 

１
８
歳
で
成
人
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
責
任
の
比
重
を
今
か
ら
高
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。
 

 
 
 

 ２
 
校
則
改
定
・
見
直
し
の
経
緯
と
今
後
の
予
定

 

○
A
g
e
n
cy
：
「
変
革
を
起
こ
す
た
め
に
目
標
を
設
定
し
、
振
り
返
り
な
が
ら
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
能
力
」
と
定
義
さ
れ
、
働
き
か
け

ら
れ
る
と
い
う
よ
り
も
自
ら
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
型
に
は
め
込
ま
れ
る
と
い
う
よ
り
も
自
ら
型
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
判
断
や
選
択
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
責
任
を
持
っ
た
判
断
や
選
択
を
行
う
こ
と
。
日
本
の
「
主
体
性
」
や
「
主

体
」
に
近
い
概
念
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、「
社
会
参
画
を
通
じ
て
人
々
や
物
事
、
環
境
が
よ
り
良
い
も
の
」
と
な
る
よ
う
に

 
影

響
を
与
え
る
と
い
う
責
任
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
含
意
す
る
」
と
さ
れ

、
広
い
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

 

A
g

e
n

c
y
の
定
義

 

３
 
校
則
の
議
論
・
見
直
し
の
進
め
方

 

 
 
毎
年
度
後
期
に
新
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
。

 

（
１
）
校
則
点
検
・
見
直
し
委
員
会
発
足
／
校
則
の
議
論
・
見
直
し
実
施
要
項
を
定
め
る
。
（
生
徒
会
担
当
）
【
９
月
】
 

※
構
成
：
校
長
、
生
活
指
導
主
任
、
生
徒
会
担
当
、
生
徒
会
本
部
生
徒
 
★
教
員
と
生
徒
の
事
前
調
整

 

（
２
）
生
徒
会
本
部
が
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
【
１
０
月
初
旬
 
※
９
月
実
施
】
 

 
 
①
 
見
直
し
た
い
校
則
と
そ
の
根
拠
の
調
査

 
 
 
 
 
②
 
校
則
の
遵
守
状
況
を
調
査
 
 

（
３
）
生
徒
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く
生
徒
会
本
部
の
議
論
と
方
向
性
の
確
認
【
１
０
月
】
 

（
４
）（

３
）
に
基
づ
く
生
徒
会
本
部
の
代
表
委
員
会
へ
の
提
案
と
代
表
委
員
会
で
の
議
論
、
校
則
点
検
・
見
直
し
委
員
会

で
提
案
す
る
内
容
の
決
定
【
１
０
月
】
 

（
５
）
以
下
、
校
則
の
見
直
し
は
、
改
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
手
順
を
踏
む
。

 

 
 
①
 
代
表
委
員
長
と
生
徒
会
長
に
よ
る
生
徒
朝
礼
で
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
結
果
報
告
及
び
問
題
提
起
、
改
善
取
組
等
の

表
明
【
１
０
月
】
 

 
 
②
 
「
校
則
点
検
・
見
直
し
委
員
会
」
で
協
議
【
１
０
月
下
旬
】
 

 
 
➂
 
中
央
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
く
生
徒
会
と
専
門
委
員
会
の
取
組
【
１
１
・
１
２
月
】
 

 
 
④
 
生
徒
総
会
に
向
け
て
の
学
級
会
議
論
 
【
１
１
・
１
２
月
】
 

 
 
⑤
 
生
徒
総
会
で
の
議
論
と
議
決

 
 
 
 
【
１
２
月
】
 

 
 
 
 
※
校
則
を
改
定
し
な
い
場
合
も
生
徒
総
会
の
議
決
を
経
る
。
 

 
 
 
 
※
生
徒
総
会
は
定
期
総
会
と
す
る
。
 

 
 
⑥
 
校
則
を
改
定
す
る
際
は
、
生
徒
会
の
取
組
状
況
及
び
生
徒
総
会
の
議
決
、
校
則
を
取
り
巻
く
現
状
の
評
価
並
び

に
教
員
の
意
見
を
総
合
的
に
参
酌
し
て
、
校
長
が
判
断
す
る
。
 

 
 
⑦
 
校
則
を
改
正
す
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
４
月
１
日
施
行
を
原
則
と
す
る
。
 

 
 
 
 
校
則
の
妥
当
性
は
ど
う
か
、
振
り
返
り
を
行
う
。

 

 ４
 
校
長
の
責
務

 

      ５
 
普
段
の
校
則
指
導
の
在
り
方

 
： 
「
基
準
性
」

 
⇒

 
「
思
考
性
」
（
生
徒
に
問
う
指
導
や
影
響
評
価
等
）
へ
の
転
換
 

（
１
）
校
則
の
改
定
に
伴
い
、
い
わ
ゆ
る
生
徒
の
荒
れ
を
危
惧
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
表
面
的
な
現
象
面
を
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
授
業
で
集
中
で
き
な
い
場
面
や
教
師
の
指
示
に
従
え
な
い
場
面
の
状
況
で
推
し
量
る
。
 

（
２
）
生
徒
の
安
全
、
衛
生
を
優
先
す
る
が
、
場
所
（
学
校
）
で
縛
る
の
で
は
な
く
、
場
面
（
体
育
祭
、
体
育
の
演
技
等
、

 

イ
ベ
ン
ト
等
）
に
絞
る
な
ど
し
て
指
導
の
徹
底
を
図
る
。（

ど
の
教
師
も
同
じ
指
導
を
行
う
。
）
 

（
３
）
普
段
の
生
活
の
中
で
ル
ー
ル
を
破
る
な
ど
逸
脱
し
た
行
動
が
多
く
発
生
し
た
場
合
は
、
当
該
生
徒
に
十
分
に
考
え

さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
報
告
し
、
保
護
者
と
連
携
し
て
い
く
。
 

校
長
は
、
校
則
の
改
定
に
よ
り
、
生
徒
が
授
業
に
集
中
な
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
正
当
な
理
由
が
な
い
中
で
教
員
の
指
示

に
従
え
な
い
場
面
が
見
ら
れ
た
り
し
て
、
正
常
な
学
校
運
営
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
時
は
、
生
徒
会
 

に
警
告
し
た
上
で
、
令
和
７
年
度
以
前
の
ル
ー
ル
等
に
戻
す
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
生
徒
会
は
、
上
記
の
警
告
を
受
け

た
際
に
、
校
長
に
意
見
表
明
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 


